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先輩に聞く！
進路選びの極意

病院薬剤師
　①ボランティア経験もあるためか、社会貢献したい、人の役に立ちたいという
思いが強く、薬剤師として、臨床の現場で患者さんに貢献したいと考えました。
　②学会参加や見学など、とにかく自分で足を運びました。現場の話をより多く
聞き、知り合いの薬剤師に相談してもらい、また紹介してもらうことで情報収集
しました。ＨＰやＳＮＳをチェックするのも手段の１つです。
　③様々な価値観を吸収し、視野を広げることだと考えます。他大学生と交流を
して、卒業後も続くつながりを作ることはとても価値がありますし、また、海外
に行くことは、世界だけでなく、日本を知るきっかけにもなります。
　④私は学生の頃、将来が不安でした。薬剤師が過剰になるといわれ幾年か経ち
ますが、社会には常に変化が伴います。例えば数年後には実務実習や国家試験の
内容が変わります。変化が激しい業界だからこそ、自分で様々なことを吸収し、
広い視野を持ち、社会の変化の波に柔軟に対応していかなければならないと感じ
ています。学生の身分を活用し、大きなアンテナを張り、実際に足を使って、多
種多様な学びを得てほしいなと思います。

薬局薬剤師
　①患者さんに寄り添い、薬だけではなく日々の生活もサポートしたいと思った
のがきっかけです。調剤薬局なら具合が悪いときから体調がいいときまで患者さ
んに会うことができる。そこがとても魅力的でした。
　②百聞は一見にしかず。実際に現場の人からも話を聞くようにしました。また
薬局だけでなく病院へも見学に行ったりＭＲの勉強会にも参加し、選択肢を複数
持ちながら就職活動をしていました。自己分析も入念に行いました。
　③サークル活動やアルバイト、習い事などをして他大学の学生、医療系以外の
人と会うことをお勧めします。人との出会いを通して様々な価値観、意見を知る
ことは人間力を養うことにつながると思います。
　④薬学部は授業も多く、テストや研究、実習も大変です。苦しいときはこの勉
強の先にたくさんの患者さんがいることを思い浮かべてみてください。また勉強
以外のことにもどんどんチャレンジしてください。その経験と勉強がつながった
とき、とてもいい社会人・医療従事者になれると私は思います。残りの学生生活
でこれから日本や世界がどうなっていくのかを捉え、時間をかけて自分のやりた
いことを見つけてください。応援しています！

ＭＲ
　①人と交流することを好む自身の性格を踏まえ、人と関わる営業職が第一希望
でした。また大学６年間で学んだ薬学的知識を生かしたいと考えました。これら
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質問項目

　①なぜ今の進路を選択されたのですか。
　②大学時代に行った就職活動について教えて下さい。
　③大学時代にしておいた方がいいと思うことを教えて下さい。
　④現役の薬学生にメッセージやアドバイスをお願いいたします。
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